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下
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五

  

斎
式
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清
所
旅
御
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稲
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付
飾
姫
田
稲
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）
殿
楽
神
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五
月

一
十
三

（
日

水
）

行
斎
祭
宮
宵

六
月
一
日
（
木
）

行
斎
祭
大
例

 
分
十
三
時
十
前
午

長
員
委
副
正
区
地
三
・
任
常
任
責
社
本

列
参
者
待
招
賓
来
・
員
委
禮
祭
・
代
総

時
六
後
午

 

行
斎
し
移
霊
神
御
輿
神
社
本
御

長
員
委
区
地
三
・
任
常
任
責
社
本

列
参
組
番
九
・
命
彦
田
猿
区
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三

三

）
土
（
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行
斎
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輿
発
社
本
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分
十
三
時
六
前
午

長
員
委
副
正
区
地
三
・
任
常
任
責
社
本

列
参
組
番
九
・
命
彦
田
猿
区
地
屋
町

提
張
高
町
全
子
氏

灯

合
集
前
居
鳥
西

 

時
七
前
午

 

《

》
し
出
宮
方
屋
町

 

時
八
前
午

 

》
ぎ
継
引
方
輪
之
三
住
千
南
《
前
居
鳥
西

り
振
輿
神
道
間
住
千
・
り
通
原
塚
小

 

時
十
前
午

分
五
十
四

》
ぎ
継
引
方
島
河
三
《
前
川
荒
Ｔ
Ｔ
Ｎ
道
間
住
千
 

り
振
輿
神
り
通
橋
竹
尾
・
道
間
住
千

 

後
午

二
時

分
五
十
四

 

》
ぎ
継
引
方
屋
町
《
前
駅
屋
町
電
都

り
振
輿
神
り
通
橋
竹
尾

 

時
六
後
午

 

奉
所
旅
御

遷
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荷
稲
原
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）
日
（
日

行
斎
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発
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分
十
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時
七
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午

代
総
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長
員
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副
正
区
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屋
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・
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責
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参
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命
彦
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猿
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屋
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午

 

御
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猿
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神
大
社
本

輿（
鳳

）
車

、
尺
三
十
で
ま
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か
車
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広　

一　

殿

　
猿
田
彦
命
奉
仕
者

　
　
　
　
　

南
千
住
三
之
輪
地
区　

甕　
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二
日
（
金
）

　

大
正
十
四
年
調
製
の
鳳
車
は
、
先
の
戦
災
に
よ
る
損
傷
が

激
し
く
、
平
成
二
年
、
天
皇
陛
下
御
即
位
御
大
典（
当
時
）を

奉
祝
し
、日
光
社
寺
文
化
財
保
存
会
に
修
繕
を
依
頼
し
ま
し
た
。

日
光
東
照
宮
等
を
手
掛
け
る
名
匠
名
工
に
よ
り
見
事
に
修
繕

完
成
し
、
日
光
東
照
宮
御
神
前
に
お
い
て
神
輿
振
り
を
奉
納

い
た
し
ま
し
た
。

　

大
神
輿
は
、
氏
子
区
域
の
若
睦
選
抜
に
よ
っ
て
の
み
担
が
れ

ま
す
。伝
統
を
護
り
次
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
祈
念
し
、女
性
や

年
少
の
者
も
担
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
平
成
七
年
、

皇
太
子
殿
下
御
成
婚（
当
時
）を
奉
祝
し
調
製
し
ま
し
た
。

午
後
六
時
三
十
分

南
千
住
　
三
之
輪

南
千
住
　
三
之
輪

十
四
ヶ
町

十
五
ヶ
町

三
十
二
ヶ
町

　

六
月
は
旧
暦
で
夏
。天
王
祭
は
、
人
や
物
の
行
き
来
が
盛
ん
な

街
道
の
夏
に
流
行
す
る
疫
病
を
、
激
し
い
神
輿
振
り
に
よ
り
、

御
祭
神
の
神
威
を
よ
り
一
層
振
り
起
こ
し
て
祓
う
悪
疫
退
散
・

除
災
招
福
・
郷
土
繁
栄
を
願
う
祭
禮
で
す
。

　

三
年
に
一
度
の
御
神
幸
祭
で
は
、
御
本
社
神
輿
が
南
千
住
・

三
之
輪
、三
河
島
、町
屋
の
六
十
一
ヶ
町
に
わ
た
る
氏
子
区
域
を

渡
御
し
ま
す
。大
・
中
・
小
、
三
基
そ
ろ
っ
た
宮
神
輿
二
天
の

神
輿
振
り
か
ら
、
家
族･

仲
間･

郷
土
の
地
域
共
同
体
意
識
の

構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　

現
在
の
神
輿
は
、明
治
十
年
、十
三
代
浅
子
周
慶
に
よ
る
作
。

重
量
千
貫
の
神
輿
を
、
四
間
半（
8.1
ｍ
）の
長
柄
二
本（
二
天
棒
）

で
左
右
に
振
る「
神
輿
振
り
」は
大
変
勇
壮
で
す
。

　
こ
の
荒
々
し
い
神
輿
振
り
に
よ
り
損
傷
が
激
し
く
、昭
和
六
十
三
年

昭
和
天
皇
米
寿
の
佳
き
歳
に
大
修
繕
を
行
い
ま
し
た
。千
葉
県

行
徳
の
浅
子
神
輿
店
を
出
発
し
た
大
神
輿
は
、十
数
艘
の
船
渡
御
に

よ
り
東
京
湾
を
経
て
隅
田
川
を
上
り
、古
式
ゆ
か
し
く
宮
納
め

し
ま
し
た
。

　

幼
少
時
か
ら
の
体
験
を
通
じ
た
伝
統
の
継
続
・
後
継
の
育
成

を
目
指
し
、
秋
篠
宮
悠
仁
親
王
殿
下
御
誕
生
を
奉
祝
し
、
平
成

二
十
年
に
調
製
し
ま
し
た
。

平成 30 年、天王祭は荒川区の無形民俗文化財に登録されま
した。この郷土の文化を護り伝える担い手は、千貫神輿・神輿
振りに代表される威勢のいい担ぎ手だけではありません。
掛け声・手拍子のお爺さんお婆さん、山車を曳くお子さんたち、
割烹着姿の婦人部や交通整理に徹してくださる方、そして、
天王祭の歴史を紡いできた先人たち。老いも若きも男女の区別
もなく、氏子みんながタイトルホルダー(文化財保持者)です。

氏
子み
んな

がタイトルホルダー

文 化 財
保
持
者

当
社
Ｈ
Ｐ
で
は
天
王
祭
に
関
す
る

様
々
の
情
報
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す

https://susanoo.or.jp/tennosai/index.htm
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